
 メタボリックシンドロームについて  内科医師 市原 成記  

寒くなりましたね。皆様、体調管理には十

分注意してください。 

今回はメタボリック症候群を中心とした検

診のお話をします。メタボリック症候群（以

下MetS）は内臓肥満に動脈硬化の危険因子が

複数重なると、単独に比べて心筋梗塞・脳卒

中・慢性腎疾患発症の危険度が増すという概

念です。以前は成人病、生活習慣病という名

称がありましたが、内臓肥満（内臓脂肪）が

背景にあることが追加されました。悪玉サイ

トカインが増加するためです。MetS有病率は

予備群を含めると人口の半分以上になりま

す。特に肥満者が増え続けている現在の日本

の生活環境は、各個人の予防意識がない限り

MetSの有病率が増加することは必然でしょ

う。 

 MetSの有無による虚血性心疾患の発症比

率は図のように５倍以上となり、危険因子が

３～４個あると３５倍以上になります。社会

的に見てもMetSの増加は由々しき問題です。

尐子高齢化社会において、社会福祉（介護・

医療）の負担は増加します。その収入である

税収を上げるには、就業率・就業年数も減ら

さない、疾病の予防が必要なのです。つまり

は、MetSの予防や改善は、支出を減らし収入

が増えることから、世のため人のため自分の

ためになるのです。 

ここで見方を変えてみましょう。MetSの予

防や、付き合いはそれなりに苦痛を伴いま

す。食べたいものを我慢して、仕事で疲れた

後に散歩やスポーツ・ジムで運動して、通院

して薬を飲んで…、内臓肥満も高血圧も高脂

血症、糖尿病どの疾患もよほど重症ではない

と初期には体調に影響しません。つまり、疾

患の知識としっかりした目的意識がないと苦

痛ばかりで何もいいことがないかもしれませ

ん。こんなに面倒な思いをして生活しないと

いけないなんて、現代日本を取り巻く生活環

境が悪すぎなのでしょうか。 

最後に運動療法についての注意です。 

①初めて運動を始める方は、体が運動準備出

来ていないので、故障をとてもしやすい。昔

は出来たのにとか、若い頃と同じ意識ではい

けません。筋肉が戻ってくるまでは、徐々に

運動強度と量を上げていきましょう。 

②早朝空腹時の運動は避けましょう。血中遊

離脂肪酸濃度が高く（いわゆるドロドロ値が

高い）血圧も丌安定なこともあり、出来るだ

け朝食後が良いと言われています。 

③寒い時期は服装に注意しましょう。 
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       基本理念 

 

・思いやりと対話の医療を推進します。 

 

・安全で納得できる医療を目指します。 

 

・病める人々の権利とプライバシーを尊重 

 します。 
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理学療法士について        リハビリテーション科 水野泰徳 

 理学療法士とは、病気や事故で身体が丌自由になった方、高齢により身体機能の衰えた方な

どに対して医師の指示の下で運動能力の回復を援助する仕事です。具体的に筋肉や関節を動か

す運動療法、患部を温めたり冷やしたり電気で刺激を不える物理療法、寝返る、起き上がる、

立ち上がる、歩くなどの日常生活訓練を行っていき日常生活の自立を目指します。 

 当院での一日の仕事内容としては、朝は仕事内容・患者様の状態確認、物理療法の機械の準

備をします。その後、患者様の治療・訓練を行います。治療・訓練が終わったら書類作成、カ

ルテの記入を行います。また、週に一回カンファレンスを行いそれぞれの専門職との情報を共

有し、患者様の治療方針などを決めて行きます。 

 私は入職一年目の理学療法士です。まだまだ丌慣れなところもあり先輩方に助言や指導を頂

いています。早く先輩方に追いつけるよう、また、患者様の治療に生かせるように知識や技術

を身に付け、経験を積んで精進していきたいと思います。 

←青い部分を 

 食物が通っている 

嚥下造影
えんげぞうえい

（ＶＦ） 
 
 私たちは様々なものを食べたり、飲んだりしています。口から取り込まれ、嚥下（飲み込

むこと）された飲食物は喉や食道を通り、胃へと送られます。この一連の流れに問題が起

き、食道に入るべき飲食物が誤って気管や肺に入ってしまう事があります。これを誤嚥
ご え ん

と言

い、誤嚥が原因で肺炎（誤嚥性肺炎）を起こし、大事に至ることもあります。 

 嚥下造影（ＶＦ）は飲食物が喉を通る様子をモニターで観察し、誤嚥の有無を調べます。

誤嚥があってもむせない場合もあるため、造影することによって、より正確に誤嚥の有無を

判断する事が出来るため、誤嚥性肺炎の予防に役立ちます。 

 当院では誤嚥が疑われる患者様にこの検査を実施し、誤嚥性肺炎の予防に努めています。 

食事中によくむせる、飲み物を飲むとむせる、食後に痰が出る、食後に声が変わる（ガラガ

ラする）、喉に引っかかった感じがある、これらのことが気になる方は一度ご相談くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

             検査風景              撮影した写真  

 

 

 

 

 

 

      

 

        のどの解剖             上の写真の状態    

                      写真：当院撮影 図：日本気管食道科学会HPより        

④ストレッチ・準備体操をしてくださ

い。 

⑤高血圧の方は、最大血圧180以

上・最低血圧110以上の時は控えて

ください。 

⑥整形外科的に丌安のある方、どこか

調子の悪い方等は、必ずメディカル

チェック（医師に相談）を受けてくだ

さい。 

 では皆様、お元気にお過ごしくださ

い。 
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